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22.1 概観

B.1 概観

（内容は２２章と附属書B、まったく同じ文章）

The deployment descriptor is part of the contract between the ejb-jar file producer and consumer. This contract covers both the passing of enterprise beans from the Bean Provider to Application Assembler, and from the Application Assembler to the Deployer.

配備記述子は、ejb-jarファイル作成者及び消費者との間の契約の一部とする。 この契約はエンタブライズビーンの譲渡に関し、ビーン供給者からアプリケーション組立て者への譲渡及びアプリケーション組立て者から配備担当者への譲渡の二つを扱う。

An ejb-jar file produced by the Bean Provider contains one or more enterprise beans and typically does not contain application assembly instructions. An ejb-jar file produced by an Application Assembler contains one or more enterprise beans, plus application assembly information describing how the enterprise beans are combined into a single application deployment unit.

ビーン供給者によって作り出された ejb-jarファイルは、一つ以上のエンタプライズビーンを含み、典型的にはアプリケーション組立て指示を含んでいない。 アプリケーション組立て者によって作り出された ejb-jarファイルは、一つ以上のエンタプライズビーンに加えて、エンタプライズビーンが一つのアプリケーション配備単位の中にどのように組み合わされるかを記述するアプリケーション組立て情報を含んでいる。

The J2EE specification defines how enterprise beans and other application components contained in

multiple ejb-jar files can be assembled into an application.
J2EE 規定は、多数の ejb-jarファイルに含まれるエンタプライズビーン及び他のアプリケーションコンポネントがどのようにアプリケーションに組み立てられることができるかを定義する。

The role of the deployment descriptor is to capture the declarative information (i.e information that is not included directly in the enterprise beans’ code) that is intended for the consumer of the ejb-jar file.

配備記述子の役割は、 ejb-jarファイルの消費者を対象とした宣言的情報（すなわち、直接エンタプライズビーンのコードに含められない情報）を記録することとする。

There are two basic kinds of information in the deployment descriptor:

配備記述子には、次の二つの基本的な種類の情報がある。

• Enterprise beans’ structural information. Structural information describes the structure of an enterprise bean and declares an enterprise bean’s external dependencies. Providing structural information in the deployment descriptor is mandatory for the ejb-jar file producer. The structural information cannot, in general, be changed because doing so could break the enterprise bean’s function.
エンタプライズビーン構造の情報。構造情報は、エンタプライズビーンの構造を記述し、エンタプライズビーンの外部依存性を明らかにする。 配備記述子の中で構造情報を提供することは、 ejb-jarファイル製作者に対して必須とする。構造的な情報を変えることは、そのエンタプライズビーンの機能を壊すことになるため、一般に変えられることができない。

• Application assembly information. Application assembly information describes how the enterprise bean (or beans) in the ejb-jar file is composed into a larger application deployment unit. Providing assembly information in the deployment descriptor is optional for the ejb-jar file producer. Assembly level information can be changed without breaking the enterprise bean’s function, although doing so may alter the behavior of an assembled application.
アプリケーション組立て情報。 アプリケーション組立て情報は、 ejb-jarファイルの中のエンタプライズビーン（あるいはビーン）がより大きいアプリケーション配備単位の中にどのように構成されるかを記述する。 配備記述子の中で組立て情報を提供することは ejb-jarファイル生産者に対して任意とする。組立ての水準の情報は、エンタプライズビーンの機能を壊さないで変えられることができる。しかし、変えることは組み立てられたアプリケーションの振る舞いを変えるかもしれない。

